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さて高度の無菌室は HEPA-Filter (High Efficiency Particulate Air Fiter）の開発によって実
現可能となった．この HEPAFilterは最初第2次世界大戦中米国における原子爆弾の開発に際し
て，人体lζ極めて有害な放射性粉塵を補集する目的でつくられたものである. Filterの面積は非常








が採用され， Clean room又は Biocleanroomが完成したのである． 現在 Cleanroomにおいて
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いては今後更に啓蒙すべきであろう． 1947年から 1949の2年間に Canadaの Winnipegの数カ所
の病院で新生児のブドウ状球菌皮膚感染症と産婦の乳房膿蕩の大流行をみて以に病院内感染が問
題とされ始めた．特に感染症に留意しなければならない病室として，新生児室， とくに未熟児室，
術後重症患者を収容する I.C. U.，老人室，火傷患者室があげられる．重症アレルギー患者，腎移
植後クリーゼに陥った患者，無ガンマークロブリン血症の患者，白血病，悪性腫蕩の患者の病室
も，感染予防l乙注意しなげればならず， ζれらの患者に抗腫場剤，抗免疫剤，放射線療法を行う際
には特に注意しなければならない．
院内感染の原因菌として，黄色ブドウ状球菌，緑膿菌などのグラム陰性十＇， t菌の外ワイルス性の院
内感染も注目されている．即ち，水痘，麻疹，風疹等の発疹性ウイルス病， インフルエンザ等の呼
吸器感染症，エンテロワイルス等の腸炎症，特殊なものとしてウイルス性肝炎があり，無菌病室を
含めてあらゆる病院内感染予防対策をとらねばならない．
最後に，無菌手術室，無菌病室の発展の歴史をふりかえってみると，一旦発生した感染症の治療
を行うよりも，感染予防を完全に行う方がはるかに結果が良く，且つ容易であることを痛感するの
である．
